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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、先週の復習からはじめましょう。前回は、簡単なプログラム、というより計算をセルに書き、セル毎に実行しました。全てのセルを上から下まで、順に実行することもできます。後でやってみましょう。

前回の資料の最後のページでは、セルの外側に日本語が書かれている部分がありました。セルに、タイプを設定することが可能で、セルタイプを”Markdown”とするテキストとなります。テキスト部分は、プログラムとしては実行しません。

プログラム中に”#”を書くと、そこから行末までがコメントとなります。つまりプログラムとして実行しない部分となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プログラムの書式をまとめておきます。後で、例を見ながら確認すれば十分です。

一つの文は、改行で区切るのが基本です。どうしても、一行に複数の文を書きたい場合には、セミコロンで区切ります。

一行が長くなってしまう場合には、適当なところで折り返すと見やすくなります。その場合には、バックスラッシュを使います。日本語キーボードでは、円マークです。

プログラムを書く上で重要なことの一つに、大文字と小文字の区別があります。別の文字として扱われます。注意してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に演算記号の意味を見ていきます。

もっとも注意が必要なのは、”=“です。これは、両辺が「等しい」という記号ではありません。この記号は、右辺を計算した結果を、左辺に代入する記号です。「等しい」という記号は、後で出てきます。

四則演算の記号は大丈夫でしょうか。掛け算が”*”となっています。キーボードに「×」が無いですからね。

最後の三つは少し説明が必要ですね。
a//bは、aをbで割ったときの整数部分を返します。例えば、1//0.3を実行すると3.0となります。
a%bは、aをbで割った時の余りを返します。1%0.3は、0.1を返します。本当のことを言うと、ちょうど0.1とはなりません。後で説明します。
a**bは、aをb回かけたものです。bは整数である必要はありません。

先ほどの、1%0.3がちょうど0.1にならない理由です。コンピュータの中は、2進数で動いています。整数は良いのですが、問題は小数です。1/2や1/4のような、2のべき乗の逆数は正確に表現できます。しかし、0.3は正確に表現できず、有効桁の一番最後にちょっと誤差が入っています。これが理由です。ここは、ちゃんと理解できなくても大丈夫です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この講義では、毎回、サンプルプログラムを配り、一部分を皆さんに作成してもらう形で進めていきます。資料の配布はGitHubというクラウドサービスを使います。資料は公開としてますから、IDとかは不要です。

始めに、MyProjectのページに移動し、右のほうにある「Upload GitHub Repo」を押します。なぜ、これがアップロードなのかは、混乱しますね。しかし、Azure Notebookへアップロードするという理解をしてください。

次のシートの画像を参考に、GitHubRepositoryを指定してください。「public」のチェックを外すのを忘れずに。最後に「Import」ボタンを押します。


https://github.com/first-programming-saga/fundamentals

Upload GitHub Repository

Create a project by uploading a repository from GitHub.

GitHub repository

https://github.cony/ | first-programming-saga/fundamentals

. N
@ Clone recursively @ re pOSItO ry% %}E &
Project Name 9::[ “J 0%6&%@

fundamentals

Project ID @
tadaki-
edu/projects/

@ublic 9:1 P O%EEEI{‘J\

Private projects cannot be viewed by other users. Public projects can be viewed by anyone who has
the URL Public projects will also be listed in your profile. You can update this setting later if you
change your mind.

@ F v IR

fundamentals

| trust the contents of this repo *

Content within notebooks can potentially read data from your session and access data within your
organization in Azure. Only load notebooks from trusted sources where you have reviewed the source

code.
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i} My Projects > fundamentals

fundamentals 0 0

fundamentals

Cloned from https://github.com/first-programming-saga/fundamentals

Status: Stopped £03 Project Settings 4 Download Project |& Share
[> Run on Free Co... v Search files, notebooks... Show hidden items =3 v T ~v
v [ Name File Type Modified On Created On
E  booleanTestipynb Notebook Apr 9, 2020
El  dataSumO0.ipynb Notebook Apr 9, 2020
[ README.md Markdown Apr 9, 2020
El  simpleModExample.ipynb Notebook Apr 9, 2020
B simpleQuadraticipynb Notebook Apr 9, 2020
El  simpleSum0.ipynb Notebook Apr 9, 2020
El  simpleSum1.ipynb Notebook Apr 9, 2020
El  stringSamples.ipynb Notebook Apr 9, 2020
El  varsAndTypes.ipynb Notebook Apr 9, 2020
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GitHubから取得したファイルが多数現れます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、三つのプログラムを見て、課題をやっていきましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
始めに、simpleSum0.ipynbを開けてみましょう。

最初のセルでは、a、b、cという三つの変数に値を代入しています。これらを加えた値をs1という変数に代入します。このセルを「Run」ボタンを押して実行しても何も表示されません。値は、s1に保存されてしまったからです。

二番目のセルでは、s2という変数に0を代入し、順次、a、b、cという三つの変数を加えてきます。この例はとても重要です。一つの変数s2に、次々と値を加えていることで、s2という変数の値が代わっていきます。
このセルの最後に、s1とs2を印刷します。「Run」ボタンで実行してみましょう。同じ値が印刷されますね。

最後に二つ課題があります。やってみましょう。エラーが出ても気にしなくて大丈夫です。

一番上のセルでa、b、cという変数に値を代入しています。上から順に全てのセルを実行するには、「Cell」メニューから「Run All」を選びます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、dataSum0.ipynbを見てください。本当に必要なのは、データの塊に対して、その平均や標準偏差を求めるという操作です。

データの塊を表現方法の基本は、リストです。リストは、いずれ説明します。ここでは、最初のセルの5行目のように、値がカンマで区切られているものがリストです。

式が出ていますが、まずは、何をやっているかを説明しましょう。二つ目のセルを見て下しさい。forというのは繰り返しを表しています。インデント（行の先頭にスペースが入っている部分）されている部分を繰り返します。dataというリストの中の一つ一つの要素dをsumという変数に加え、sum2という変数にd*dを加えています。今回は、「だいたい」分かれば十分です。

最後のセルで、sumとsum2から平均と標準偏差を求めています。

このプログラムは、見るだけで良いです。知らない文法が出てくるので、だいたい何をしているかを分かれば十分です。


dataSumO.ipynb

» 5 —A{d;}(0 < i< n)DFEE(means)
ENEHE{RZE (standard deviations)

» 1 (sum) & ZFEFH(squared sum)Zz 3K

D
S=Zdi, 5, = d
= DS DRER

5
WHTHOTOIS = > HoRkitE— 5= ZO: di a do T dl T d2 T d3 T d4 T d5
=



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちょっと数学の話をしましょう。記号が出てきますが、やっていることは簡単です。怖くはありません。

データに名前を付けましょう。a、b、cと名前を付けるのではなくて、 𝑑 0 、 𝑑 1 、 𝑑 2 と右下に番号、インデクス(index)といいます、を付けていきましょう。ゼロから番号が始まるのは、コンピュータの分野の習慣です。 𝑑 𝑖 と書いて、𝑖が0から𝑛−1まで𝑛種類変わることにしましょう。Σは、ただの和の記号です。下に書いているのが下限、上が上限です。別の怖くありません。

𝑠がデータの和、 𝑠 2 がデータを二乗した和です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこから、データの平均 𝑑 と二乗の平均  𝑑 2  を求め、分散 𝜎 2 を求めます。𝜎が標準偏差です。標準偏差は、平均の周囲にデータが広がる様子を表します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、simpleQuadratic.ipynbを開けましょう。二次方程式の解を求めるものです。

定数a, b, cの値を二番目のセルで与えます。

三番目のセルでは判別式dを求めています。

dが負でないならば、実数解が二つ、負ならば複素数解が二つになりますね。4つめのセルです。最後に結果を印刷しています。

課題を実施してみましょう。
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» N AIENax? + bx + ¢ = 00D
» HFITD = b2 — 4ac

» D > 0DIzE K fEE(real solutions)
_-b+JD
S -
» D < 0DIZE : B3REFR(complex
solutions
) _-b+iV-D

HF

MHTHTOT S =2 JO0RRKE—

2a




»35 [{BEEZE

YNHTHOTOTS = PJoRKE—




	簡単な計算�Getting started through simple calculations
	Azure Notebookの使い方�プログラムを書く
	プログラムの書き方�how to write programs
	計算、代入�calculation and substitution
	サンプルプログラムの取得�how to get samples
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	課題�excercises
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	dataSum0.ipynb
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	simpleQuadratic.ipynb 
	次回

